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Ｑ　

現
地
校
に
通
う
子
ど
も
の

進
学
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
エ

レ
メ
ン
タ
リ
ー
卒
業
後
は
帰
国

し
、
英
語
の
力
を
活
か
し
て
都

内
の
中
高
一
貫
校
を
受
験
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
英
検
準

１
級
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、

補
習
校
で
し
か
日
本
の
学
習
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
英
語
以
外
の

教
科
も
入
試
の
対
策
を
し
た
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。 

Ａ　

日
本
の
学
習
を
補
習
校
で

継
続
さ
れ
、
さ
ら
に
英
語
の
資

格
も
取
得
さ
れ
て
き
た
ご
本

人
、
な
ら
び
に
長
年
に
わ
た
り

支
え
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
の
ご

努
力
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。 

　

ま
ず
、
一
般
生
と
は
別
に
、

帰
国
生
の
募
集
を
行
っ
て
い
る

私
立
中
学
校
は
、
早
い
学
校
で

は
秋
か
ら
入
試
が
始
ま
り
ま

す
。
帰
国
生
入
試
を
英
語
の
み

で
受
験
で
き
る
中
学
校
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
郁
文
館
、
工

学
院
大
附
属
、
サ
レ
ジ
ア
ン
国

際
学
園
、
サ
レ
ジ
ア
ン
国
際
学

園
世
田
谷
、城
西
大
附
属
城
西
、

三
田
国
際
科
学
学
園
、
目
白
研

心
、
明
星Institution

で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

一
方
、
か
え
つ
有
明
、
啓
明

学
園
、
ド
ル
ト
ン
東
京
学
園
、

帝
京
で
は
、
英
語
に
加
え
て
日

本
語
の
作
文
が
課
さ
れ
ま
す
。

入
学
後
の
授
業
理
解
や
課
題
へ

の
対
応
に
支
障
が
な
い
か
を
判

断
す
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る

学
校
が
多
い
よ
う
で
す
。
入
試

準
備
と
し
て
日
本
語
で
作
文
を

書
く
こ
と
に
慣
れ
て
お
く
こ
と

は
、
そ
の
後
の
学
習
に
も
大
い

に
役
立
ち
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
都
内
の
共
学
校
の
一

貫
校
以
外
に
も
、
女
子
校
や
男

子
校
、
ま
た
都
内
か
ら
ア
ク
セ

ス
の
良
い
近
県
の
中
学
校
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。 

　

国
語
と
算
数
を
加
え
た
３
科

目
で
の
入
試
対
策
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
大
学
付
属
校
な
ど
、
さ

ら
に
受
験
で
き
る
学
校
の
選
択

肢
が
広
が
り
ま
す
。
出
題
の
難

易
度
は
、
小
学
校
の
教
科
書
レ

ベ
ル
か
ら
一
般
生
の
入
試
問
題

に
準
じ
た
も
の
ま
で
学
校
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
補
習
校

で
の
学
習
を
基
に
、
国
語
は
小

学
校
５
年
生
ま
で
の
漢
字
、
算

数
は
四
則
計
算
を
確
実
に
習
得

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　

次
に
、
1
月
・
2
月
に
行
わ

れ
る
一
般
生
の
入
試
に
つ
い
て

で
す
が
、
国
語
と
算
数
の
２
科

目
、
ま
た
は
社
会
・
理
科
を
加

え
た
4
科
目
が
一
般
的
な
試
験

科
目
で
す
。
近
年
で
は
、
英
語

を
活
用
し
た
入
試
を
実
施
す
る

中
学
校
も
増
え
て
お
り
、
国
際

生
入
試
、
英
語
資
格
入
試
、
グ

ロ
ー
バ
ル
入
試
な
ど
の
名
称
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

に
通
い
英
語
力
を
身
に
付
け
た

児
童
や
、
英
検
な
ど
の
資
格
を

取
得
し
英
語
に
強
み
を
持
つ
児

童
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
帰

国
生
も
出
願
が
可
能
で
、
英
語

力
を
存
分
に
活
か
せ
る
機
会
と

な
り
ま
す
。 

　

中
学
校
へ
の
進
学
は
、
そ
の

先
の
大
学
進
学
、
さ
ら
に
は
将

来
の
進
路
に
も
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
日
本
国
内
の
大
学
を

目
指
す
の
か
、
海
外
の
大
学
も

視
野
に
入
れ
る
の
か
と
い
っ
た

点
を
含
め
、
お
子
様
の
可
能
性

を
見
据
え
て
進
学
先
を
選
ぶ
こ

と
が
大
切
で
す
。
国
内
の
難
関

大
学
へ
の
進
学
に
力
を
入
れ
て

い
る
学
校
で
は
、
主
要
教
科
に

お
い
て
進
度
が
速
く
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
授
業
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
英
語

以
外
の
教
科
に
つ
い
て
も
バ
ラ

ン
ス
よ
く
高
い
学
力
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
中
学
校
入
学
前
か

ら
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
て
お

く
と
安
心
で
す
。 

　

高
校
修
了
時
に
日
本
と
カ
ナ

ダ
の
両
方
の
卒
業
資
格
が
取
得

で
き
る
文
化
学
園
大
学
杉
並

や
、
高
校
３
年
次
に
Ｄ
Ｐ
を
取

得
す
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
実
施

校
な
ど
、
各
校
が
特
色
あ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
採
用
し
、
生
徒

の
希
望
す
る
進
路
の
実
現
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
入
試
情
報
だ

け
で
な
く
、
入
学
後
の
教
育
内

容
や
指
導
体
制
に
つ
い
て
も
十

分
に
調
べ
た
う
え
で
、
志
望
校

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

　

こ
れ
ま
で
の
お
子
様
の
努
力

と
ご
家
族
の
温
か
な
サ
ポ
ー
ト

が
、
必
ず
良
い
結
果
に
つ
な
が

る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。 

「
フ
レ
ン
ズ
帰
国
生　

海
外
赴

任
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
「
帰
国
生

の
た
め
の
学
校
案
内
」
を
毎
年

十
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
帰

国
生
入
試
を
行
う
首
都
圏
の
学

校
を
訪
問
し
て
集
め
た
帰
国
生

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
入
試
・
編
入

情
報
な
ど
を
掲
載
、
帰
国
生
の

ご
家
庭
か
ら
好
評
を
頂
い
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
の
上
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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英語力を活かした中学受験

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
を

希
望
す
る
高
校
生
と
保
護
者

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ト
リ･

カ
レ
ッ
ジ･

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

は
、
4
月
11
日
（
土
）
午
後

8
時
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
大
学

進
学
に
関
す
る
最
新
情
報
や

進
学
準
備
の
た
め
の
留
意
点

に
加
え
、
志
望
大
学
リ
ス
ト

の
作
成
方
法
に
つ
い
て
解
説

す
る
。
約
1
時
間
の
説
明
後
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え

る
時
間
を
設
け
る
。

　

参
加
希
望
者
は
、https://

satoricollegeplanning.com

の
「
お
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
申
し
込
む
。
参
加
費
は

40
ド
ル
。
家
庭
内
で
複
数
名

が
参
加
す
る
場
合
も
1
家
族

1
人
分
の
料
金
で
参
加
で
き

る
。
申
し
込
み
の
際
に
「
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
記
事
を
見
た
」

と
記
入
す
る
と
、
参
加
費
は

35
ド
ル
と
な
る
。

　

講
師
は
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
カ
レ

ッ
ジ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
資

格
を
持
つ
カ
レ
ッ
ジ･

カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
伴
里
美
氏
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
３
０
人
）
は
14
日
、「
中
高

等
部
の
卒
業
生
を
送
る
会
」
を

行
っ
た
。
は
じ
め
に
中
等
部
2

年
生
と
高
等
部
1
年
生
の
代
表

か
ら
卒
業
生
へ
の
送
辞
が
贈
ら

れ
、
そ
の
後
卒
業
生
に
よ
る
答

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
中
等
部
・

高
等
部
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が
幼

初
等
部
か
ら
の
思
い
出
や
、
今

年
度
大
盛
況
だ
っ
た
「
の
み
の

市
」
に
つ
い
て
触
れ
、
仲
間
と

協
力
し
団
結
し
て
取
り
組
ん
だ

思
い
出
と
と
も
に
、
在
校
生
へ

激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
続
い

て
、
中
等
部
卒
業
生
は
「
こ
れ

は
誰
で
し
ょ
う
ク
イ
ズ
」、
高

等
部
卒
業
生
は
「
岡
雪
姫
」
と

い
う
楽
し
い
劇
を
披
露
し
、
会

場
は
笑
い
に
包
ま
れ
た
。
教
頭

先
生
は
「
辛
く
て
大
変
な
と
き

こ
そ
、
笑
顔
で
乗
り
越
え
て
く

だ
さ
い
」
と
卒
業
生
へ
温
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
最
後

に
「
蛍
の
光
」
を
合
唱
し
、
中

等
部
卒
業
生
22
人
、
高
等
部
卒

業
生
13
人
の
新
た
な
門
出
を
祝

う
心
温
ま
る
会
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校
で

中
高
等
部
卒
業
生
送
る
会

大学出願オンライン
セミナー4月１１日に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
令
和
8
年
前
期
用
教
科

書
の
申
請
を
3
月
31
日
（
火
）

ま
で
受
け
付
け
て
い
る
。
教
科

書
無
償
配
布
事
業
は
、
次
の
1

〜
3
の
要
件
を
満
た
す
子
女
が

対
象
。（
１
）日
本
国
籍
を
有
し
、

将
来
日
本
に
帰
国
し
て
進
学
あ

る
い
は
就
労
す
る
意
思
を
有
す

る
義
務
教
育
学
齢
子
女
。
お
子

様
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る
学

年
以
外
の
教
科
書
は
配
布
で
き

ま
せ
ん
。（
２
）
当
館
管
轄
地

（
Ｎ
Ｙ
州
、
Ｎ
Ｊ
州
、
Ｐ
Ａ
州
、

Ｄ
Ｅ
州
、
Ｗ
Ｖ
州
、
Ｃ
Ｔ
州
フ

ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
郡
、
プ
エ
ル

ト
リ
コ
準
州
、バ
ー
ジ
ン
諸
島
）

に
居
住
し
、
当
館
に
在
留
届
を

届
出
し
て
い
る
子
女
。（
３
）

日
本
人
学
校
や
日
本
語
補
習
校

等
の
在
外
教
育
施
設
に
在
籍
し

て
い
な
い
子
女
（
在
外
教
育
施

設
に
在
籍
し
て
い
る
子
女
の
教

科
書
無
償
配
布
は
各
学
校
に
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
）。

教
科
書
配
布
受
付

３
月
31
日
ま
で
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 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.
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